
 

 

 
重点目標 わたしも みんなも 大切にする子  【校長 田中正信】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年 ６月２５日（木） ６月号その５   №14 

令和 8年度 

学校組合立牧之原小学校 

学校だより 

＜職業体験を終えた中学生からの手紙です＞ 

  上記は、牧之原中学校２年生の生徒から職業体験を終えての礼状です。わずか２日間で

慣れない環境の中で大変だったはずですが、それを上回る「新鮮な気持ち」や「学び」を得た

ことが、丁寧できれいな文字からもひしひしと伝わってきますし、この体験が２日間だけで終わ

る一過性のイベントではなく、これからの学校生活や生き方に対する姿勢を変えるきっかけに

なったことが分かります。 

 牧之原小の子供たちも、数年後には中学生として職業体験を行うかと思います。きっとその

時に、「自分が受けてきた教えや、日常の背景にある親・地域の方を含めた多くの大人の支え

と愛情」に気づくことと思います。手紙にある「何気なく生活できていたのは、私たちのために

毎日働いてくれている」という言葉は、学校の教職員だけでなく、日々子供たちに無償の愛を

注ぎ続けていらっしゃる保護者の皆様の姿そのものだと思います。子供たちは、大人の背中を

しっかりと見て育っています。                                                                                 

 いつか子供たちが「働くことの喜び」や「周囲への感謝」に気づくその日まで、今ある何気な

い日常を大切にしながら、子供たちの未来を温かく支え、導いてまいりたいと、この手紙を読

み改めて強く感じました。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

＜５年生調理実習＞ めあてに向かって、安全第一で調
理ができました！ご協力いただい

た皆様ありがとうございました！ 

  ２年生とかがやき学級のみんな

で乗り物探検でバス・電車を利用

して出かけてきました。ドキドキしな

がら切符を買う子、「降りる人が先

だよ」と電車に乗る際に声をかけ

るなど、いつもとは違う姿が多く見

られました。 

＜６月１９日静岡科学館『る・く・る』に行ってきました！＞ 

＜お話会の皆様による読み聞かせ＞ 

 大型の本や紙芝居の内容

に、１・２年生は引き込まれて 

食い入るように聞いていまし

た。 


